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grainProtectant･1ThesetwoIさeWdevelopments

lyillcertainly cllangetheWholepictureof

pyrethrumconsumptioninJapan, 1,utanyw早y

Japanwill･cワnsumethetotalofユ50qto2000
tonsoffloIVerS.annuallyfromnowon･

Thecropof1956isestimatedat2200tonsor

moreJonaccountofactiveinterestoffarmers

since1954, andthe1957cropmaycameupto
2500tons.Ifthechangeablemarkeいverecqn-

troledlJyallethrin tosettledownatabout35

ceI一tSperlb., tlleCropincreaseto3000tons

学 節 21 番-1

willbe feasible'inafetv■'years and the

governmentsaim at4000tonsinthe6Year

EconomicPlan..

Inconclusion, IshouldsaythatJapanese

growerswillbeabletoproduce'pyrethru,mof

goodquality,providedthemarketisstabilized

atan･●adequateprice･∫believe.Japanthuscan

keepon-e甲Ortatleasttotheextent･of1000

tonsin1.0to1.2% guarallteeina_fewyears
,time.Inthis･senseIseeabrightprospectin

exportcapacityofJapanPtillnow.

抄

3',?I-DDT讃浮沈瀬に接触ませた t=ラタコクヌス.

T･モドキ (TTlboZlumconfusum)死虫率の嘩雄葺

LoscJlrAYO-S.R. (1955);Canad.Ent.,87,
107､110.

穀山剤に対する昆虫の感受性は雌雄により興る与と

が多いが.ここではて定の羽化時期のヒラタコクヌス

トモドヰを紐々の温度下で 5%t･,L･'-DDT残洋に接

触させ1=死出率の雌雄熟 字?いて報告するo

Vt試山はあらかじめ商のとを雌雄を分けてわき,小

出材 03%,&･芽 5% の盃塁比の培血で羽化さ二郎こも

ので処FJ!JrU24時間絶食した｡なお飼育温度は32oC,
関係山姥70-75% である｡ DDTはベンジンを

桁妹として 5% とし,Lメチレン青で染色した擦り硝

･T･上に 100sq.cmにつきlmlの割で噴霧し,浴媒

苅発後糾い紙砧が一様に拡がった坂上に径 10cm,托
さ2cm のプラスチック製リ､ングをおきこの中に供試

山50匹 を放って自由に行動させる一方'?麻酔をかけ

て行湖を封じた区を作り両者の死虫率に有意差がない

ことを1こしかめた｡処理後各区矧こ注意托く餌の入っ

たはい加に移し前記の温湿度を保って結果を観娯した｡

羽化 U山間後のヒラタコクヌストモドキを 32OC

で 2時間 DDTに接触させた結果雌の平均夕E虫率は,
処理後48時間後では 70%であるに対して. 雌では

18%にすぎず, 糾時間後では雄の3.5倍に適し,

また羽化後日数のながい区の雄は同区の雌より死出数

が少い｡ 羽化1月後の雌雄を 16-32oCの5氾肱取

扱で3時間処理し,2日後と7日後の死Bl数を見たと

ころ,雌は各温FR僻級とも雄より多く死に,雌雄の合

計死虫数は処理氾蛇が上るにしたがって多くなった｡

又雌は処理後短時間に多く死に,雄は比･TR的王副.'jrLUに

わたってだらJ='ら七死ぬことがわかった｡

GoUGIL(1939)は羽化415ま郡田後のヒラタコクヌ･

ストモドキの雌は雄より自己中毒物質を多甜こ山すと

言っているが,本実験は別に対照区を作りこの死虫率

に有志の差を認めなかったので.雌雄の死虫率の差は

殺虫剤にたいする雌雄の感受性の差と見なされる｡

この実験の結果定まった羽化後日数,一定温度の条

件下では ヒラタコクヌストモドキの雌は堆よt)5%

♪,L･'-DDTにたいして感受性が強いことを示すもの

で.殺虫試験には供試虫の性別,羽化後日軟を考はす

る必要があることがわかった｡ ′ (攻江,河田)
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